
JP 2009-13237 A5 2010.3.25

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年3月25日(2010.3.25)

【公開番号】特開2009-13237(P2009-13237A)
【公開日】平成21年1月22日(2009.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-003
【出願番号】特願2007-174642(P2007-174642)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  75/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  91/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/521    (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/69     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  75/14    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  91/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/521   　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/69    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月9日(2010.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
【表１】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　（実施例１～５）
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　表３に示す配合により、実施例１～５の放熱性ポリウレタン樹脂組成物を調製した。調
製に際しては、表３に示す成分のうち、ポリイソシアネート成分を除く成分を混合し、こ
の混合物にイソシアネート成分を加えることにより、各実施例の放熱性ポリウレタン樹脂
組成物を得た。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
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【表３】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　（比較例１～７）
　表４に示す配合により、実施例１～５と同様にして比較例１～７のポリウレタン樹脂組
成物を得た。また、これらのポリウレタン樹脂組成物を用いて、実施例１～５と同様にし
て放熱性ポリウレタンの試験片を作製した。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　＜性能試験＞
　上記で得られた実施例１～５及び比較例１～７の試験片について、組成物調製時の混合
初期の粘度、初期及び１５０℃で６０時間放置後の試験片の硬度（タイプＡ）、初期及び
１２１℃で相対湿度１００％の下１００時間放置後の体積固有抵抗値、熱伝導率、及び難
燃性の評価を行った。また、上記とは別に３ｍｍ厚のシートを上記と同様に作製し、この
３ｍｍ厚シートの折り曲げ破壊試験を行った。各試験結果を表３及び表４に併せて示した
。各試験方法は、以下に示すとおりである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　（試験結果）
　実施例１～５の放熱性ポリウレタン樹脂組成物は、比較例１～７の組成物に比較して混
合初期の粘度が低かった。これは、変性ひまし油可塑剤を添加したことによる効果が大き
いと考えられる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　初期及び１５０℃で６０時間放置後の硬度については、実施例１～５の方が比較例１～
７よりも低く、柔軟性に富んでいることが分かる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　３ｍｍ厚シートの折り曲げ破壊試験についても、実施例１～５の方が比較例１～７より
も低く、柔軟性に富んでいることが分かる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５０】
　体積固有抵抗値については、初期及び１２１℃で相対湿度１００％の下１００時間放置
後の何れにおいても、実施例１～５の放熱性ポリウレタン樹脂組成物は、実用レベルであ
った。これに対して、比較例１～７のポリウレタン樹脂組成物は、何れも低い体積固有抵
抗値を示した。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　熱伝導率については、実施例１～５及び比較例１～７の何れの放熱性ポリウレタン樹脂
組成物も高かった。特に、アルミナの配合比率の大きい実施例５の熱伝導率が高かった。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　難燃性については、実施例１～５及び比較例１～７の何れの放熱性ポリウレタン樹脂組
成物も、良好であった。
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